
令和７年度 弟子屈町立川湯小中学校 保護者のための危機管理マニュアル 

 

  

 

 

１ 緊急時の下校について：安全を優先させ、以下のような下校体制をとります。         ２ 硫黄山が噴火したとき：以下のような対応をとります。 

 こんなときは こ の よ う に 対 応 し ま す 

通
常
の
下
校 

●震度３以上５弱未満の

地震 

 

●風雨・風雪が強いが 

注意報は出ていない 

 

●熊の目撃情報（町内） 

 

●不審者情報（町内） 

通常下校（一人では帰らない） 

・同じ方向に下校する児童は固まっ

て下校します。 

 

・一人で下校する児童がいる場合は

教職員が付き添います。 

１ 家庭への連絡 

 ①学校安心メール 

 ②電話 

 ＊連絡が行き届いていなくても下校時刻に下校

します。状況によっては帰宅確認を行います。 

 

２ 下校対応 

 ・自宅等への下校となります。 

 ・「わんぱく」利用の児童は「わんぱく」へ。 

集
団
下
校
（
小
学
校
の
み
） 

●震度5弱の地震 

 

●風雨・風雪が強く、 

注意報が発令された 

 

●熊の目撃情報（川湯周

辺） 

 

●不審者情報（川湯周辺） 

  

 

 

集団下校（教師引率） 

※小学校のみの対応です。 

・集団下校班に分かれて下校しま

す。 

「緑団地班」「商店街班」 

「中学校班」「スクールバス班」 

 

・各グループに教職員がついて対応

します。 

 

１ 家庭への連絡 

 ①学校安心メール 

 ②電話 

 ＊確実に連絡が行き届くようにします。 

状況によっては帰宅確認を行います。 

２ 下校対応 

 ・集団下校班に分かれて下校します。    

 ・「わんぱく」利用の児童は「わんぱく」へ。 

 ・状況によっては、保護者によるお迎えをお願い

することがあります。 

  例：道路状況が悪く徒歩での下校が困難 

天候のさらなる悪化が予想される など 

保
護
者
に
よ
る
お
迎
え 

●震度5強以上の地震 

 

●風雨・風雪が強く、 

警報が発令された 

 

●停電や断水などにより 

授業の継続が困難 

 

●熊の目撃情報（学校周

辺） 

 

●不審者情報（学校周辺）  

保護者によるお迎え 

・保護者（父・母・祖父・祖母等）

によるお迎えをお願いします。 

 

・児童玄関で、保護者に直接児童を

引き渡します。必ずインターホン

でお知らせください。 

※中学校は、バス運行できない時 

保護者の迎えをお願いします。 

１ 家庭への連絡 

 ①学校安心メール 

 ②電話 

 ＊確実に連絡が行き届くようにします。 

 ＊下校時刻が繰り上げになる場合があります。 

 

２ 児童の預かり（※小学校のみ） 

 ・保護者が迎えに来るまで学校で待機させます。 

 ・「わんぱく」利用の児童は「わんぱく」へ。 

 

 

 

 

３ 保護者の皆さんへのお願い 

  川湯小中学校の緊急時・災害時の対応をまとめています。 

  ご理解をいただくとともに、児童生徒の安全確保のために、もしもの時にはご協力を 

 お願いいたします。                    令和７年４月 

水蒸気爆発及び火砕流を伴う爆発的噴火が発生（児童生徒が学校にいる場合） 

・ 小学校において 児童は、「地下室」に避難します。（防災頭巾着用） 

・ 中学校において 生徒は、「配膳室前」に避難します。（ヘルメット着用） 

  

・ 関係機関からの避難指示が出た場合、教職員の自家用車に児童生徒を乗せ、

野上峠を経由して、小清水町に避難します。 

    避難先：小清水町農業者トレーニングセンター駐車場 

 

◎ 避難状況（地下室及び配膳室前、町外避難）については、学校安心メール（件名：

「硫黄山噴火」）で保護者にお知らせします。 

◎ 避難場所に保護者が迎えに来た時は、児童生徒を引き渡します。 

１ 基本的なお願い 

 ◎学校からの連絡については、①学校安心メール ②電話 となります。 

 ◎安全確保の基本として「学校待機」を考えていますので、状況によっては保護者によ

るお迎えをお願いすることがあります。 

 ◎来校された時は、必ずインターホンでお知らせください。 

   「〇年 □□□□（児童氏名）の保護者（父、母、祖父、祖母など）です」 

 

２ 情報が「早く、正確に」伝わるようにするために 

◎学校安心メールへのアドレス登録をお願いします。 

◎日中に電話が「確実に」つながる番号を学校にお伝えください。 

◎警報の発令などにより、前日までに「臨時休校」「下校体制」などの判断をした場合

は、文書を配布して、あらかじめお知らせすることがあります。安心メールでもお知

らせします。 

 

火砕流を伴う爆発的噴火においても、火砕流は、100km/h
と速く、自家用車の避難が困難なため、速やかに校内の避難
場所に避難します。 


